A Practical Report on a New Subject “Life Viewed from Welfare” : Establishing Students\u27 Consciousness of Being Practitioners in Their Local Community by 田中 友紀子 et al.
新科目「福祉からみた生活」実践報告 : 福祉活動
の実践の場での経験を通じて主体としての意識を醸
成する
著者 田中 友紀子, 熊倉 悠貴, 牧野 郁子
雑誌名 研究紀要
巻 51
ページ 90-98
発行年 2014-07
その他のタイトル A Practical Report on a New Subject “Life
Viewed from Welfare” : Establishing Students'
Consciousness of Being Practitioners in Their
Local Community
URL http://hdl.handle.net/2241/00123700
? ?
??
意識を す~，.._，._ 
家庭科 田中友紀子・揺祉科熊倉悠貴・鶴ヶ島市社会福祉協議会牧野郁子
筑波大学[1付属坂戸 では、平成23年度入学生から新教育課程が始まるにあたり、生活・人間科学
科目 Æi'(: においても設置科目の見直しを行った。福祉I3!J な視点をもちながら、 I~I らが生活をつくっていく主体
者として自覚のもてる生徒の育成を自襟に加え、選択者全員が福祉を学べる科目を開発した。そこで今年度
新たに始まった 31=三次科目「福祉からみた生活」の実践内容をまとめ、次年度以降における科目の充実に生
かしたし ¥0
キーワード:J也域福祉活動主体形成教養としての福祉ニーズ福祉問題の発見
1. はじめに(設置の背景)
新教育課程において、生活・人I~~J科学科目群の生徒は
全員が2年次・ 3年次と連続して福祉を学ぶように科目
を設置した。 2年次では咋話相:J¥I=I:Jを、 3年次では本
科 I~I Itf:iHJJこからみた生活j を科.I~l i~平指定科目としている。
この科目を設置した背景としては、これまでのオ司交にお
ける福祉科自の実践から、特に福祉の科目を中心にi劉尺
していない生活ゾ¥間科目1干の生徒の中にはもちろんのこ
と、福祉の科 I~l を 1=1こi心に選J穴している生徒の仁十lにも、理
WI~やi的支の育成・行動変容の部で、生徒はどこカイth人事と
して福祉をとらえているように見受けられることが課題
のひとつで、あった。本校の十i:lliお上手41~1 が目指すのは、専I:I I:J
l!ìt思案)~父で、はない。これからを生きてく一人の人間として
福祉を学んでほしいとしづ教養としての福祉を学ぶこと
を目指している。そのため、こうした生徒の意識を改革
したいと考えた。
21:三次の咋l毛布J¥JII:Jでは、生徒の感想文ー分析ペヰ質問
紙調査の結果から、福祉を身近に感じさせることについ
ては一定の効果があったことがわかったO しかし、身近
に感じさせることができても実践できる人材を育成する
ということはかなりハード、ルが高いとされている。そこ
で、学がi二十l心で、あった2年次の「福組三久門Jを発展さ
せ、 3年次の「福祉からみた生活」では、 j出或で活躍す
る実践者と出会い、制:才し合うことを通じて学びをより深
め、 地j域或の (守4福高右剖祉i上βJ活3弱動lヨ訪IJの仁中i
ということを 「吋十~野致千*1止i上:カか瓦らみた5生i色三ヨ主i打活;舌Eむ」 の大きなテ一マとし
た。
「福祉からみた生活」は、 2年次の福祉科目と同様に
学校設定科目である。お1:入1=lIjJ と|司じように「生活j
と「福祉jを結びつけ、福祉を身近なもの. 1~1 分と関係
のあるものとして主体的に学はせられるようにとの考え
から、担当教員は家庭科の教員、福祉科の教員がティー
ムティーチング (TT)でJ受業を行うものとして承認さ
れている。
2. 学習自擦の設定
前述したように、 3年次「福祉からみた生活jは、 2
年次「福祉入1:J'lJ に続き学習していく科目である。
「福祉入門」では、次のように4つの学習ステッブ。を
設定したO
E社会制J:の型企
回即ヨ生三活における福儲制右刻潤こJ丹抱:円1
回身の!回ヨりにある福納刷担制祉凶制榔l上H印出Jl到f問間?古」与?題
目社会福*LI:(出綿布1:)の主体形成
「福祉からみた生活jでは、「千百おJ:AIヨIJにおいて特に到
達することが難しいと考えた日出高祉・岬高齢
主体形成jを学習の中心に据えることとした。
本科目の大きな目標は、「福祉社会の一員としての自覚
をもち、よ出或福祉のインフォーマノレな資源となって地域
の福祉を支える。ひとりひとりが自分らしく生活する・
地域で暮らすことができるよう~こ、皆で、支え合ってして。
そのひとりとして関わっていくことができる段階を自指
す。Jである。
そして、評価と結び、つけた具体的な自標としては、 1)
J:-lliJ或の福祉誤について積極的に矢1]り、ニーズについて
認識し、考察することができる、 2)調べたこと・考え
たことを他者にわかりやすく説明・発表することができ
る、 3)調べたこと・考えたことを活かし、実際に活動
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することができる。活動で、きなかった場合は、その原因
を考えることができる。の3っとした。
3. 授業実践の実際 [資事ヰ①]
<1学期>
1今g事jはグノいー フOで、の活動を始めるにあたり、講義や
ゲストスビーカーの講話を通じて地j樹高祉活動について
理解できるよう活動のきっかけづくりをした。
睡「福祉からみた生活」イントaダクション
本科目は、学校設定私自であり、教科書などがあるわ
けではないため、年間計闘と共に科iヨ設置の目的を含め
科目のねらいについてのガイダンスを行ったD
そして、今後生徒たち自身が活動していくこととなる
上出或福祉活動のひとつの例として、 VTRrさなぎの食
堂」を視~恵させ、地樹:;祉活動とは何か、 j出城:説J:活動
の果たしている役割について考えさせた。
「さなぎの食堂j とは、横浜市寿町にある“NPO法
人さなぎ達"が運営している安価で食事を提供している
食堂であり、 VTRは食堂に来る客と運営しているスタ
ッフとの交流を映したドキュメンタリー映像である。「国
が用意している福祉サービスは、社会的な合意ができて
しもものである。しかし、社会的な合意がなくてもひと
りひとりの尊厳を守るために必要なことがある。その地
域に住む人たち自身がそのよ出或に合った方法で、活動する
ことで、社会のサービスでは届かなし1部分にアプローチ
してして。これが地場計高祉活動で、あるoJというメッセー
ジを伝えた。
-地域の福祉サポートネットワークを探す
PCをj召し¥て、朝交の周辺地域である坂戸市・鶴ヶ島
市におけるインフォーマルな福祉活動を探し、ワークプ
リント{節司③}にまとめる活動を行った。
波予市も鶴ヶ島市も福祉活動が盛んに行われている。
特に鶴ヶ島市は、社会福祉協議会がバックアップ。し、住
民による小地場設高祉活動が盛んで、ある。学イ刻奇辺の士;lli:f或
福祉活動に臣を向けさせ、今後の実際の活動につなげて
いくことをねらいとして取り組ませた。
臨ゲストスビーカーによる講話
j出或で活躍するき1-4組の団体と、視覚障がし¥があり、
盲導犬と地域で暮らしているAさんに講話をお願いした。
4組の団体のうち、 2組は大学生が中心となって活動
している毘体、それ以外に被災地復興支援活動の団体、
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i出或住民による支えあい活動の1:11体を在寄ヶ島市社会福祉
協議会の牧野さん(以下、鶴ヶ島社協:牧野さん)にコ
ーディネートしていただき、講話が実現した。この4組
の団体による講話では、各団体に活動をフ。レゼ、ンしても
らい、その後、生徒が 5~6 人のグループに分かれ、そ
こへプレゼンをした各団体のメンバーも一緒に入り、「団
体のすごいと思うところ」や「自分たちならどんな活動
ができそうか」というテーマで話し合う活動を行った。
予悲{以上に生徒の関;ぶが良く、講話と話し合いは盛り
上がった。今までこの授業の中でどのように活動してい
けばよし1か見当がつかない生徒にも活動についての具体
的なイメージがわいたようである。特に若者によるボラ
ンティア回体ということで来てくれた大学生とは会話が
弾んでいた。年齢の近さと気負わずに楽しみながら活動
している姿が、活動を身近に感じさせボランティアのハ
ードノレを下げるきっかけになったようである。話しに来
てくれたi主体と早速連絡を取り、まずは見学から活動に
つなげていこうとしづ生徒もあらわれた。
回グループ作りと活動計額作成
それまでの講義や講話、活動探しから得られた情報を
もとに、自分の興味関心を見つめ整理させる時'1習をつく
ったO まずは、「高齢者Jr子どもJr障がし¥Jとしづ大き
なカテゴリーごとにまとまり、その中で話し合いながら
自分の~~Jl未関心に近いところで、クマルーフ。を作っていくよ
う進めた。ク守ルーフ。の人数に縛りは設けなかったため、
最少人数は2名から多いところは7名でまとまり、全部
で11のグ、ノいー フが出来上がったo [資料②]
活動計画作成においては、今後の活動を見通して企画
書を作成することを誌題として取り組ませた。企酒書の
項臣間lにこ;:.(はま 「取り組むべき 付幅高拙均均)一誠鵡2註琶趨~酪言訂はま訂{何可カか瓦当J rニ一ズ、
のある人は誰カか瓦サJrニ」一ズ
カか￥サJなど、その企画によって誰の役に立っかを明確にす
ること。独りよがりの活動で、はなく、相手が何を求めて
いるかニーズ〕を把握し、それにどのくらい合わせ
て活動内容を考えられるかに重点におくことを説明した。
m第1次報告会
初めて考えた活動案について、クツLー フ。ごとにパワー
ポイントを使い発表する形式で、行った。開く侠IJには百軒高
シートを用意した。
ゲストスビーカーで来てくれた団体等にに参加し、具
体的に活動をしているクツレーブ。もある一方で、グループ
を作成してから、日が浅いこともあり、ニーズ調査に苦
戦している様子が自立った。多くのグループが、相手は
イ可を求めているかということについての調査や考察が浅
く、生徒たちの思いこみの範囲にとどまっているグノいー
プも多くみられた。
この報告会には、コメンテーターとして鶴ヶ島社協:
牧野さんにも同席してもらい、市内のj:lli)刻~祉活動の支
援を行っている社協の立場から専門的に助言していただ
いた。また、牧野さんの協力により、知人を介さないと
難しいようなボランティア先にも、希望する生徒をつな
げてもらうことができた。
<2学期>
2今明jは、実i駒こ活動すること、その活動から学んだ
こと・得たものを伝えるとしづ内容が中心となったO
-夏休み明けグループ面談
夏休み明けてすくοの授業で、はグ、ルー フ。ご、とに面談を行
い、進捗状況や報告会ではどのようなことを話寸ーのかに
ついて硝長志した。その際には、ただ荷主忍や助言をするだ、
けでなく、次の5つの項目を設け、面談内容を評価した。
1好子1]の分担など、それぞ、れが活動で、きているか」
「ニーズ、をふまえて企画のねらいや目的が考えられて
し1るカヮ
「活動内容J
「活動から得られたことj
!日分たーらの活動についてふりかえり、改善点やこれ
からの方向性について考えられているかj
3 年生の夏休みという受験生~ことって忙しいであろう
時期にもかかわらず、自分たちで興味ある活動をしてい
る包体と連絡を敢り、積極的に活動に参加しているグ、ル
ープもみられた。その一方で、誰を対象としたいか、自
分たちは何ができるか、何をしたし¥かわからないため、
今後どのように進めていくべきかグループ。内で悩んだ、ま
ま、活動することができずに9月を迎えてしまったクツレ
ープもあった。
包中間報告会
1 0 月の初めに夏休みにどのような活動をしたかにつ
いて、パワーポイントを用いて発表を行ったO 前回の報
告会と向様に罰咽ーシートを用意した。
活動に参加できたグループ。については、何回カす舌動し
ていく中で顔を覚えてもらし¥信頼関係が構築されつつ
ある様子がうかがえた。 1学期に比べほとんどのクοルー
フ。が何らかの活動がで、きた、活動をしている人とふれあ
えた。次のステッフ。として、生徒たちがどのように活動
に関わってし¥くかを考えさせるように導いていくことが、
我々教員にとっての課題となった。
同グループ面談2学期2田昌
中間報告会を受けて、今後の方向性についての1t信忍や
教員が気付し叱点iこついて助言した。また、 3明拐に行
う;最終報告会へ向けて、活動をふりかえり改めてニーズ
t出産について問い直した。
i見ミえの団体に入って一緒に活動しているグ、ノレー フ。には、
活動の意義を質問し、生徒達自身がその団体にどのよう
に関わっていくかを考えさせた。また、団体にただ加わ
るのでなく、団体の運営する側としての視点で考えてみ
ることを教員側からうながした。
生徒による持ち込み企画を既成の団体の活動に加えて
もらい活動しているグルーフ。は、順調に進んでいるとこ
ろが多かったので、授業の一環として取り組みのため教
員へ適宜報告する等の必要性や引率等で教員側が関わら
なければならない点などについて再朗悲認した。
全く活動がで、きていなかったクゃルーフ。は1つ、活動へ
向けた会議等に参加でき、打ち合わせ等をしたが進めら
れていないグツいー フ。が2つあったO 団体と意思の疎通が
図れていないケースや3年の夏休みということで、クゃルー
プのメンバーの予定が合わずに過ぎ、てしまったケース、
活動の意欲はあるものの高校生が入ってし1くためにはど
のように進めていったらよし 1かわからず、相談もしない
まま滞ってしまったケースで、あった。そのようなグ、ノレー
プにとって、 3学期に行う最終報告会出厳しいものであ
ったが、活動で、きなくても自分たちで気付いたニーズ、を
再考し、解決策やもしできればこのように関わってみた
かった、活動したかったとしづ方向性で準備を進めてい
くよう助言した。
-グループ苗接試験
前検項目を大まかに予告し、今まで、の活動から学んだ、
こと等を述べられるように準備するよう伝え、面接需主食
を行ったO
前政官は担当教員2名、生徒は同じグループのメンバ
ーがし¥ないように組み合わせ、 5名同時に行う集団面接
形式をとったO 質問項目は、
-授業のねらし1を理解しているか
-グノレー フ。内で、千安害Ijを;宣っているか
-活動したこと、それを通じて学んだこと
-活動の相手はどのような人か、その人のニーズは何か
???
?
. 3学期の最終報告会の構想として何を考えているか
.地域活動の意味・意義は何か
の各項目についてそれぞれ5点、合計30点で評価した。
苦労して活動を続けることができている生徒は、上手
に話せなくても学んだことについてわきあがってくるも
のがあるようで積極的な印象を受けた。面接形式なので
緊張しすぎてしまい、いつもの面談のようには話せなか
ったとし¥う生徒も何人かみられた。
<3学期>
報告会に加え、ふりかえりの一環として事例をもとに
クツレー フ討議を行い、 1年の活動や学んだことを共有し
あう活動を行った。
値最終報告会
発表は、パワーポイントをj有し1ること、発表要旨を作
成することとした。
発表時間を8分・質美淘芯答5分とこれまでより長く設
け、 2時間続きの授業であるが、 2囲(計4時間)の授
業の中で行ったO この報告会でもコメンテーターとし
て鶴ヶ島社協:牧野さんと、他にも生徒の活動に協力し
てくださった地域住民による支えあい活動の団体から代
表で1名出席していただいた。
活動を報告するだ、けになってしまったグループ。もあれ
ば、活動は全くで、きずにニーズを探りながらプランニン
グを発表するグノレーフもあったO 中にはニーズの背景と
なる点まで踏み込みながら、活動をふりかえることがで
きたグ、ノレーフ。がし1くつかあり これまで2年次・ 3年次
と積み重ねてきた学習の成果を感じられた。
発表内容に差が出たことについては、活動内容の充実
による違いもあったが、教員のところへどれだけ生徒が
自ら相談に来られたかの差があったように感じている。
面談の機会を設け、フォローをしてきたつもりではいた
が、次年度に向けて改善していきたい。
-グルー プ討議~事{列から考える~【獄ヰ③〕
最後の授業として、日出或で暮らすjをテーマに、“脳
d出初車の人が自立して地j或で暮らすために、専門職では
ないみなさん、地域の人はどのように関わることができ
るか・どのように関わりたし1かを考えよう"というテー
マで、まずは個人の意見、そして席が近くの人とグ、ルー
プを作り、その中で意見交換し、その後代表者が発表し
て共有してしく形式で進めた。
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生徒それぞれから出てくる意見はどれも気負ったもの
ではなく、 i持に住む一人としてさりげなくできることを
意見として挙げていた。印象的だ、った言葉を挙げるO
・一方通行の支援でなく、互いに助けあえる関係に
・まず友達になり、さりげなく支援を
・助けを気軽に求められる環境作り・まずはj失j多から
.何で、もかんで、も手助けするのはNG
-おすそ分けをする
.障がし¥について知る
・封tl?J或の行事をお知らせし、一緒に参加しようと誘う
4. 授業の成果
1 )最来冬授業のプリントより
一番最後の授業で自前7したプリントに、 J受業のキーワ
ードに関する間い(回答は自由言己主)と、 1年間の授業
に対する意見を書き込む欄(自由記zl!)を設けた。その
記述を紹介する。
1) -1 主体としてのあり方
「あなたは今後、地域の“主f本刀としてどのような関
わり合いをしたいと思うか教えてくださしリという照い
に対する回答では、下記の表のような結果になったO 数
字は回答数である。
主体としてどのように関わりたいか
(謹数顕答可)
あいさつ・会話・声かけ 25 
気にかけるようにする 3 
地域の行事や活動に参加
10 
(例:資源回収など)
ボランティアを企画・
9 
参加していく
看護師に貢献したい
手話通訳士として地元に貢献したい
学んだことを広めたい
j寄りの人にも自分にできることを
理解してもらう→意思疎通
できないことはできないと言う
できることはやる無理はしない
地域のことを知る
お互い様の意識をもっ
干渉しすぎない
さりげなくできることとして、多く挙がったのが「あ
いさつ・会話・声かけJで、あった。行動として直接的に
関わるわけではないが、気にかけるようにするという回
答もあったO
積極的な関わりをしたいと思っている回答としては、
「授業で、行った企画を1:断涜したしリというものや、もと
もとやっているボランティアをj出或交流の大切さについ
て理解できたからこそ示断売していきたいと回答したもの、
その他には将来の夢(看護師や手話通訳士)と結びつけ、
j:也J或に貢献したいと考えている回答もあった。
積初13<Jな関わりではなく、「自分たちの意識改革をまず
するJとしづ回答もいくつかあり、干渉しすぎないとい
う三己主にあらわれているような適度なs凶伯惑を大切にし
つつ、女1]らないふりをしないなどの回答があったO
このプリントのす己主がjうえj員に入るかどうかというとこ
ろで良く見せようとする回答もI=flにはあるだろうかと予
想したが、生徒は11:r=-I'M'Jの活動をふまえ、よく考えてお
り、背11'13びしすぎ¥気負わずに、これが先1く長く地域の
人々がつながっていく秘訣だということをよくJ:hiM拝でき
ている柱汗がうかがえた。
1) -2 i福祉」に対する考え方
12年I'MJt諒1:(こついて学び、考えてきて、改めて“福
祉"とは何だと思いますか」という間し¥に対ーする回答か
ら、生徒の福祉観を探ってみたい。このような間いは昨
年度の「福祉入|二IIJJ においても質問紙調査の中で尋ねて
きた。昨年度の傾向としては、学期を追うごとに吉己主が
具体的になる傾向があったO そして、我々教員がずっと
伝え続けた「他人事ではなしリということは理解してい
るような記述が多かった。
今回のおさでは、昨年度よりもさらに具体的な言葉が
並んで、いた。ゆくのような表(数て字は回答数である)に分
類してみたところ、“すべての人に関わる"とし 1づう記述が
H 
そして、その記述に“支え合う"という言葉が加わったO
播祉とi立鰐か(護主題記述もそれぞれに分類)
すべての人の守られるべき生活の幸せ 15 
暮らしを良くするもの・生活そのもの 8 
みんなに関わる・
支え合える社会づくり・ 14 
共に生きる
地域に住んでいる人が過ごしゃすくすること
地域づくり 2 
※「地域Jのキーワードが入っている
人とつながる・関わり 4 
自分らしく生きるためにあるもの
思いやり・相手のことを考える 10 
人の助けになること
人を理i解すること
押しつけはだめ
なくてはならない
深い・よくわからない 3 
生徒の言己主をひとつ紹介する。
「“福祉日とは、“支えること"ではなく、“支え合う"こ
とだと思いました。この授業を受ける前まではJ布、が支
えてあげる・支援してあげなきゃ"と思っていました。
でも“私たちが~してあげる"というのは違うと気が付
きました。私たちも障がいのある人から学ぶことがある
し、支えてもらうこともあるということがわかりました。
だから一方的にやるのではなく、互いに共有していくこ
とが大切だと思いました。」
他にも1三年にはなかった刀として“生活"や“暮ら
しラフというキーワードが自立ったO “J1hl或円という詑匂も
2年次の「福祉入門jで、は出てこなかったキーワードで
ある。
他に多かったのは“思いやり"や司自手のことを考え
る"というものである。福祉の最初の学習においても、
福祉とは何かと尋ねると よくこのような言葉を答える
生徒は多い。しかし、それとは質が呉なる印象を受ける。
生徒の吉己主を紹介す一るO
生徒A : 1 (福祉とは)思いやりをもって人とつながるこ
とだと思う。思いやりがないと支援できないし、つなが
れないと、その人が何を必要としているかも分からない
と思うからJ
生徒13: 1福祉は、人のに!こiにある思いやりとか、そうし1う
気持ち、心、精神みたいなそういうものなのかなと思い
ます二だから大きい人も、小さい人も、広い人も、限定
的な人もいるわけで、差別をなくすっていうのは、そう
しづ糊2みを広くするってことで。支援することを意欲
的にするってことは、そういうのを大きくする。みたい
なものだと思うJ
生徒C: 1 (福祉とは)}品、やりだと思う。相手の立場に
なって考えることで、相手を理解することにつながるし、
自分自身も成長できるものだと思う。福祉とは人と人と
が互いに助け合うことで成り立つものだ、と思ったJ
生徒D : r (福祉とは) 1人1人が意識して相手のことを
考えることだと思います。障がし1がある・ないに関わら
ず、 l湿っている人がし¥たら、その人に何かできることは
ないか。 自分に何かできることはなし¥か。ということを
考えることだと思いましたJ
生徒E:1ひとりひとりが相手を思いやって生活していく
こと。 績がし 1の有無、年齢など問わずに、お互いに助け
合って良い開系を築き、幸せに暮らすことj
思いやりを挙げた生徒の記述にあるように、“思いや
り円だけでなく、その他のキーワードと重複して記述し
ていることが鞘致として挙げられる。そして、生徒が浦
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祉からみた生活」の1年間の学習で“相手のニーズは何
か"を一生懸命考え続けた結果が記述にあらわれている
ようにもうかがえる。
2)高校生による高齢者と関わるサロンづくり
企画の対象者を高齢者と高校生と設定した「お年寄り
と話し隊jチームは、今回の授業の中で最も多く活動す
ることがで、きたグノいー フ。で、あるO 鶴ヶ島社協:牧野さん
やt也i或でサロンを運営している方にも協力していただき、
既存の活動に参加しながら、そこハ品三ち込みの企画を用
し、交流しながらサロン運営のノウハウを身につけたO
1 1月からは生徒自らが企画・運営するサロンを月に1
1互!のベー スで卒業する3月までの問、 4白サロンを開く
ことができた。卒業してからは、それぞれの進学先・就
前財乙で新しい生活が始まるため、 2年生へ引き継ぎを考
えている。以下は、その宣伝として2年生へのPRとし
て製作したスライドの一部である。
*子一品重量*換算事害時達三謹む襲撃
“議離fJ¥争鬼先生活“説〉鰻撲を審かっ訪
に鰭Eまった
‘fi蕗た号されていない挟態
“今鮭重量や地域で求書与を語れている押こと
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1髄
分たちで金離を立てて菟議してる
議霊童話〉舟審(ー 童書)
→@ゲーム
@すいとん
@芋盤審議事事号
@う子藷コフォンヂュ
時:3持8罷(土)13時30"""
議金鍾話〉鱗
ヲ金活童書爵審:ヂコレー シ謹ン寧麓たて
5.課題と今後の展望
今年度は試行錯誤ーで進めていったため、改善すべきと
ころは多い。改善していきたい点は2点ある。
1つ目は、授業目標と評価についてのガイダンスや面
談を充実させることである。生徒の授業に対する意見に
は、今までになし¥授業形式にとまと守った様子がよくあら
われていた。 初めての授業で、あるために、活動の参考に
できるような先輩もいない中、 i出或にある該さ越を探し、
課j釘i拝決に向けて活動していくとし¥うのはとても高度な
学習活動である。以前ならば2年次で『起業却礎』の授
業を経験しているため、企画を立てて実行することに見
通しが立ったかもしれない。しかしそのような経!験をし
たことのない生存在にとっては、ーから何かを起こしてい
く・創り出していくということは、相当不安に感じたよ
うである。そして、そのような不安な中、評価されるこ
とが相当なストレスだ、ったようである。その不安を拭う
べく教員が説明や商談を行い、フォローにあたってきた
つもりでいたが、足りなかったO また、活動に参加でき
れば i5 Jなのかと尋ねてくる生徒も多かったG このよ
うな考査がなく、活動の成果を評価していくような授業
においては、基準をより一層明確に示し、授業のねらい
についても繰り返し説明していく面白意が必要であると反
省した。次年度はありi互!のガ、イダンスだけでなく、途中に
も評仰こ関するガイダンスを再度行い、。jこせて面談も充
させ、不明瞭な部分がないよう努めたい。
2つ目は、地)J福祉活動や現在の出樹高右上活動を取り
巻く状況についての講義をより充実させ、知識の上で活
動をバックアップ。することで、あるO 他にも、交流の際に
役立つようなゲームの作り方、コミュニケーションの取
り方の夜、訣など実践的な知識、 交;流五走剤E討4キ利相:1官|自ヨ手手‘の理免解卒が深まる
ような学習を授業の仁中i
生徒た、ちらi白主らが関拓することの不安をi軽!経歪到U減戒し、活動が楽
しみになるような工夫を心がけてし¥く。
最後に今回のような授業は、引きヶ島社協:牧野さんの
協力がなければ実現しなかったO そして、鶴ヶ島社協
牧野さんの呼びかけにJ決く応じてくださった地域の支え
合い協議会の方々の協力もあって実現したもので、あるO
これらのことから、この授業の該堤震は、生徒が地域の実
践者と出会えるようなコーデ、ィネートができるかどうか
である。教員自身が地域とのつながりをつくることは当
然必要となってくるが、社会福祉協議会のような地跡事
祉活動を支援している紘織に協力してもらうことが不可
欠である。
生徒からの厳しい意見ももらったが、授業がきっかけ
とはし火、制妙トで実践者と出会える経験は大きかった
ようである。大変だ、った分、成長できたと言己主する生徒
も多かったO 今後もこの授業を改善し、より良いものに
していきたい。そして、筑坂でしか学べない福祉科目の
充実に努めていきたい。
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